「聖公会120年の歴史上初めての審判廷開廷か！」

原田司祭は審判廷で正式に処罰されていません。しかし、審判廷への申し立て規定に時効があります。法規違反があってそれが終わった時点又はしなかったことから３年です。

原田司祭のわいせつ行為の終了は聖光教会に異動した１９８８年３月です。

それを取ると時効が成立しています。

（6人目の被害者が聖光関係者であればその女性の証言時期）

ところが、裁判の結審が２００５年７月１９日です。この日を基準にすると
2008年７月１８日まで有効です。

しかし現在も被害者に謝罪していないので現在も法規違反が続いているという解釈もあります。すなわち2005年１１月、加害牧師が被害者に送った

「和解申し入れ文書」に

「京都への異動の前日、相手が抱きついてきたので服の上から偶然下腹部に

自分の手が触りました。そのままソファーに倒れこみました。わいせつ行為
はそれのみです。どうか許してください。どうか許してください！」

唖然とするような捏造文書を送ってきたのです。被害者がそんな事実は全く

なかったと否定している虚偽の事項を書いてきたのです。被害者に対する

謝罪や和解が未だになされず、結審後も事実無根を主張しているのは

不道徳行為等の法規違反が現在も進行中と見るのが妥当と考えられます。
加害牧師が和解を申し入れたのは被害者との和解が成れば陪餐停止が解かれ

牧師に戻れると考えたからなのです。（２００５年12月9日、奈良県庁での高地主教の記者発表で“被害者との和解が成立するまで陪餐停止処分にする”とはっきり述べている。）
皆さん！原田を処罰するのは傘下の聖職者を監督する立場にある高地主教の責任です。

故に、この加害牧師を審判廷にかけて正式処罰するためには主教の高地敬が申し立てをして審判廷を開く責任があるというのが多方の意見でしょう。

高地主教がやらなければ日本聖公会の主教会が行うべきです。

また、誤判断をして退職撤回をした当時の最高責任者（武藤主教）と

撤回させるために動き、裁判中も擁護に徹した司祭は当然処罰されるべきです。

京都教区の信徒と聖職者が申し立人になるのが筋でしょう。
（法規では最低3人の申し立て人で成立、）
自分達の組織の秩序維持のために当然のことです。

皆さんの意見を投稿してください。
（聖公会法憲法規集は聖公会出版に申し込んでください。一冊960円後払い）
　申し込み多数につき、急遽増刷されたと聞いています）
皆さん！

聖公会は牧師が殺人を犯しても、女児に酷いわいせつを働いても、覚せい剤違反で捕まっても、銀行強盗をしても依願退職を認め、審判廷にもかけない。そんな組織なのですか？

それでは日本国の社会になじみません。認証を返上し、宗教法人を解散せねばなりません。

多くの教会のホームページには何んと書いてありますか？
「聖公会は英国の国教会、カンタベリー大寺院の流れをくみ、120年の
伝統を誇り、立教大学！聖路加国際病院・エリザベス・サンダースホーム等
傘下に多くの幼稚園、福祉事業を営んでいる。
この聖公会を守る為にここで皆さん！しっかり目を覚まし、声をあげ、正式処罰をしてこの事件に幕引きすべきではないでしょうか？
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